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あの提言どうなった？
予算編成に向けて市議会が行った提言が、
新年度予算にどう反映されたのか検証します。



議決された予算に基づき、次年度の事業が行われます。
この一連のサイクルを毎年繰り返していくことで、
市政運営のさらなる向上が図られていきます。
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市は、それぞれの事業計
画などに基づき、各施策やイ
ベントなどを実施します。

1

市議会は、予算議案に対し、予
算委員会で様々な観点から審査しま
す。その結果を踏まえ、本会議で予算
を議決します。

令和2年度
予算案

¥

令和2年度予算案

¥

4

市議会からの提言を踏まえ、
市長（執行部）が次年度の事業を
計画し、予算案を作成します。

3

市議会は、事業の予算が
適正かつ効果的に使われたか、
期待した成果が得られたかを決
算特別委員会で審査し、本会議
で議決（認定・不認定）します。

2

1 各区の地域資源や地域特性を生かした事業の展開
2 豪雨災害時の区役所間の連携、情報共有、役割分担等の課題整理
3 ソーシャルメディア等を活用した戦略的な広報の展開
4 未利用の公有財産の実態調査、資産運用の視点に立った有効活用
5 時間外勤務の縮減や職場環境の整備など、働き方改革の推進
6 農地の貸し借りの調整や、遊休農地の発生防止と解消
7 専門的知識等を有するスタッフと教員の連携等による教育相談体制の充実
8 出資法人の経営状況の把握、自主財源の確保に向けた取り組み強化
9 民設放課後児童クラブに対する支援強化、新規開設による待機児童の解消
 道路の新設、修繕等の課題を整理し、計画的・効率的な整備を推進

審査の過程で指摘した改善点や要望などを
市長に提出しました。
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

昨年発生した台風第19号により被害を受けた市民利用スポーツ施設や都市公園、障がい者施設などの
復旧に係る経費のほか、市立学校において校内通信ネットワーク環境の整備を行うための経費などを
含む一般会計補正予算議案が可決されました。

議案第１号　令和元年度さいたま市一般会計補正予算（第8号）　ほか2議案

令和元年度一般会計補正予算議案を可決

議員提出および委員会提出による以下の決議案が可決されました。

●保育所等における医療的ケア児の受入体制の整備を求める決議
●犯罪被害者等支援条例の制定を求める決議
●新型コロナウイルス感染症に対する万全の対応を求める決議
●気候非常事態宣言の制定を求める決議

委員会提出議案第１号　保育所等における医療的ケア児の受入体制の整備を求める決議　ほか３議案

市の取組みを求める決議案を可決

議員提出による以下の意見書案が可決されました。意見書は、国会や関係行政庁に提出されます。

●女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症対策の推進と財政支援等の拡充を求める意見書

議員提出議案第１号　女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書　ほか１議案

市議会から国へ意見書を提出

新年度予算案は、予算委員会において9日間にわたり審査が行われました。審査は総合政策、文教、市民
生活、保健福祉、まちづくりなど分野別に行われたほか、その審査を踏まえ、最終日には市長出席のも
と、総括的な質疑が行われました。予算委員会
での審査結果は本会議に送られ、採決の結果、
一般会計予算などの全会計予算議案が可決さ
れ、令和2年度予算が成立しました。
なお、一般会計予算議案の可決に際して、オリン
ピック・パラリンピック競技大会に関連する事業
の実施に当たっては、状況の変化を十分に見極
めながら、慎重かつ適切な予算執行に努めるこ
とを求める附帯決議が可決されました。

議案第17号　令和2年度さいたま市一般会計予算　ほか20議案
議員提出議案第2号　議案第17号「令和2年度さいたま市一般会計予算」に対する附帯決議

令和２年度予算が成立

令和2年2月定例会（2月4日～3月19日／会期45日間）

2月定例会で審議された議案　市長提出議案101件、議員提出議案5件、委員会提出議案2件／合計108件
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は
。

各
区
に
設
置
し
た
妊
娠
・

出
産
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
や
子
育
て
応
援
ダ
イ
ヤ
ル
、

子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
専

門
相
談
な
ど
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、

質
問
者

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
を

民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

支
援
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

家
族
支
援
の
体
制
強
化
を

東
京
2
0
2
0
大
会
で
も
正
式
競
技
と
な
る
な
ど

注
目
さ
れ
る
ア
ー
バ
ン（
都
市
型
）ス
ポ
ー
ツ

民
主
改
革

＊ ネウボラ
フィンランドにおける妊娠期から就学前までの子育て支援サービス
（施設）。フィンランド語でアドバイス（neuvo）の場（la）という意味。
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議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

妊
娠
・
出
産
期
か
ら
乳
幼
児
期
へ
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
で
あ
る「
さ

い
た
ま
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」と
し
て
位
置

付
け
、
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
母
親
だ
け
で
な
く
父

親
も
含
め
た
家
族
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
宿
泊
型
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
産
後
ケ
ア
事
業
は
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
今
年
10
月
か

ら
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
多
胎
妊
婦
の
健
康
診
査
に
つ

い
て
も
、
今
年
4
月
か
ら
費
用
助
成

に
５
回
上
乗
せ
し
、
19
回
実
施
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
る

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
運
用
で
は
、
非
正
規
職
員
が
し
っ

か
り
と
能
力
を
発
揮
し
、
市
民
の
た

め
の
行
政
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
ま

た
労
働
条
件
の
低
下
を
も
た
ら
す
こ

と
の
な
い
よ
う
対
処
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

法
改
正
の
趣
旨
は
、臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
任
用
や
勤

務
条
件
の
適
正
確
保
で
あ
り
、
常
勤

職
員
と
同
様
に
地
方
公
務
員
法
な
ど

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
現
在

の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
多
く
は
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る
が
、

引
き
続
き
、
教
育
、
子
育
て
、
福
祉

な
ど
様
々
な
分
野
で
行
政
の
重
要
な

担
い
手
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

運
用
開
始
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責

を
果
た
し
、
個
々
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
研
修
機
会
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

職
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
職
員

の
業
務
効
率
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
を
図
り
、
質
の
高
い
行
政
運
営

の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

児
童
虐
待
防
止
と
児
童
相

談
所
の
機
能
強
化
の
た
め
、

児
童
福
祉
司
の
人
材
確
保
や
育
成
、

専
門
性
向
上
に
向
け
た
任
用
と
配
置

の
工
夫
は
。
ま
た「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」の
行
政
区
へ
の
設
置
に
つ

い
て
、
検
討
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
児
童
相
談
所

へ
の
実
習
生
の
積
極
的
な

受
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
学
生
が
考
え

る
業
務
と
の
乖か

い
り離

を
取
り
除
く
ほ
か
、

福
祉
職
採
用
試
験
に
お
い
て
、
相
談

援
助
業
務
の
経
験
者
も
対
象
と
す
る

な
ど
幅
広
い
人
材
確
保
に
努
め
て
い

る
。
一
方
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
も

研
修
に
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、

幅
広
い
福
祉
分
野
の
専
門
性
を
身
に

付
け
る
た
め
、
児
童
相
談
所
の
ほ
か

福
祉
事
務
所
、
療
育
機
関
、
医
療
機
関

な
ど
に
配
置
換
え
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
児
童
相
談
な
ど
に
重
要

な
関
係
機
関
相
互
の
連
携
の
円
滑
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
支

援
拠
点
の
設
置
に
は
、
人
材
確
保
、

組
織
の
在
り
方
な
ど
検
討
す
べ
き
課

題
が
あ
り
、
関
係
部
署
と
の
調
整
を

進
め
て
い
る
。

危
機
管
理
の
観
点
か
ら
も
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
に
よ
る
電
力
の
地
産
地
消

を
進
め
、
平
時
は
低
炭
素
で
、
非
常

時
は
電
気
が
止
ま
ら
な
い
仕
組
み
の

構
築
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

推
進
に
向
け
た
本
市
の
姿
勢
を
伺
う
。

本
市
で
は「
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」と「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ス
マ
ー
ト
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ

く
取
組
み
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と

で
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
推
進
し
て
き
た
。
令
和
３

年
度
か
ら
の
次
期
計
画
で
は
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
取
組
み
の
方
向
性
と

し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
ご
み
焼
却
施
設
の
発
電
電
力

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
新
た
な
事

業
ス
キ
ー
ム
を
検
討
・
構
築
し
、
公

共
施
設
で
の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
卒
＊
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対

す
る
新
た
な
対
応
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
踏
ま
え
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
命
と
権
利
を
守
る

児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

電
力
の
地
産
地
消
を

市
の
非
正
規
職
員
が

安
心
し
て
働
け
る
雇
用
環
境
を

自
然
環
境
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
重
要
な
電
源
と
な
る

＊ FIT
太陽光発電などの再生可能エネルギーで発電した電力を、電力
会社が固定価格で一定期間買い取ることを国が約束する制度。
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事
業
性
の
試
算
に
つ
い
て
２
つ
の

ケ
ー
ス
で
採
算
性
な
ど
の
目
安
を
超

え
た
も
の
の
、
快
速
運
転
や
岩
槻
駅

の
乗
換
え
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
実
務
関
係
者
会
議

を
設
置
し
、
県
も
参
画
し
て
課
題
解

決
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
延
伸
に
向
け
た
県
と
の
共
同

調
査
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。

市
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
も

あ
り
、
今
後
も
関
係
者
間
で
十
分
に

議
論
し
、
課
題
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア

し
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
実
現
の
た

め
最
善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
５
年
間
に
多
額

の
税
金
を
投
じ
て
大
会
を

開
催
し
て
き
た
。
今
年
の
大
会
が
中

止
と
な
る
理
由
と
こ
れ
ま
で
の
成
果

は
。
ま
た
、
市
長
自
身
も
走
っ
た
と

聞
く
が
、
市
長
と
し
て
適
切
だ
っ
た

の
か
。
参
加
費
は
払
っ
た
の
か
。

さ
い
た
ま
国
際
マ
ラ
ソ
ン

の
５
年
間
に
要
し
た
総
額

は
約
11
億
９
千
万
円
で
あ
る
。
代
表

選
考
レ
ー
ス
の
中
止
に
つ
い
て
は
、

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

市
長
は
１
期
目
の
公
約
で

任
期
を
３
期
12
年
ま
で
と

す
る
多
選
自
粛
条
例
を
提
案
し
た
が
、

次
の
市
長
の
任
期
を
制
限
す
る
と
の

理
由
で
議
会
は
否
決
し
た
。
在
任
10

年
目
を
迎
え
、
公
約
へ
の
考
え
や
多

選
の
弊
害
に
関
す
る
見
解
は
。

同
一
の
者
が
長
期
に
在
任

す
る
こ
と
で
様
々
な
弊
害

を
生
じ
や
す
く
、
好
ま
し
く
な
い
の

で
は
と
い
う
考
え
は
今
も
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
現
時
点
で
は
、
市
長
の

任
期
が
３
期
12
年
を
超
え
る
こ
と
の

み
を
も
っ
て
そ
の
弊
害
が
大
き
い
と

は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
と
も
考

え
て
い
る
。
選
挙
で
信
任
さ
れ
た
４

年
間
を
ま
ず
は
全
う
し
、
任
期
が
終

了
す
る
頃
に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や

今
後
の
課
題
な
ど
も
考
え
て
最
終
的

に
判
断
し
、
そ
の
う
え
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
選
挙
の
中
で
判
断
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
２
期
目
以
降
は
務
め

て
き
た
。
現
在
、
３
期
目
の
任
期
が

１
年
以
上
残
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

そ
の
任
期
を
し
っ
か
り
全
う
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長
は
平
成
24
年
に「
５

年
後
の
事
業
着
手
を
目
指

す
」と
宣
言
し
た
が
、
平
成
29
年
に
は

採
算
性
を
考
慮
し
て
延
期
し
て
い
る
。

直
近
で
は
＊
Ｂ
／
Ｃ
が
１
を
超
え
、
30

年
以
内
に
採
算
も
と
れ
る
と
の
デ
ー

タ
も
出
さ
れ
た
が
、
今
後
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

地
下
鉄
７
号
線
延
伸
の
取

組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
の
延
伸
協
議
会
に
お
い
て
、

日
本
陸
上
競
技
連
盟
か
ら
、
有
力
選

手
の
出
場
が
見
送
ら
れ
る
可
能
性
が

高
く
、
継
続
が
困
難
と
の
説
明
を
受

け
た
。
市
長
は
過
去
３
回
参
加
し
た

が
、
コ
ー
ス
警
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
状
況
な
ど
を
ラ
ン
ナ
ー
視
点
で
見

る
こ
と
や
、
市
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
考

え
、
公
務
と
し
て
参
加
し
た
。
な
お

参
加
費
に
つ
い
て
は
、
３
回
の
う
ち

２
回
は
組
織
委
員
会
の
一
員
と
し
て

参
加
し
た
た
め
支
払
っ
て
い
な
い
。

大
会
に
は
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
市
民
参
加
、
ま
た
経
済
波

及
効
果
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
成
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
の
各
庁
舎
や
市
民
利

用
施
設
で
の
受
動
喫
煙
防

止
対
策
は
。
＊
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
を

設
置
す
る
施
設
で
は
、
来
庁
す
る
市

民
に
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
が

及
ば
な
い
よ
う
、
設
置
基
準
に
適
合

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
市
庁
舎
や
市

民
利
用
施
設
を
含
め
、
正

規
職
員
が
常
駐
す
る
571
施
設
を
第
一

地
下
鉄
７
号
線
の
延
伸

い
つ
実
行
段
階
と
な
る
の
か

市
民
が
訪
れ
る
庁
舎
や
施
設

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
徹
底
を

市
長
の
多
選
に
つ
い
て

弊
害
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か

自
由
民
主
党

さ
い
た
ま
国
際
マ
ラ
ソ
ン

中
止
の
経
緯
を
問
う

現
在
は
終
着
駅
と
な
っ
て
い
る
浦
和
美
園
駅

一
日
も
早
い
延
伸
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る

＊ Ｂ／Ｃ（Benefit/Cost:費用便益比）
公共事業の評価指標の一つで、事業の効果や影響をお金に
換算したもの（便益）と、事業に要する費用の比であり、こ
の数値が大きいほど効率的な事業と評価することができる。

＊ 特定屋外喫煙場所
改正健康増進法では、第一種施設（学校、病院、児童福祉施設、行
政機関の庁舎など）は原則敷地内禁煙だが、一定の条件を満たす屋
外の場所であれば「特定屋外喫煙場所」の設置が可能とされている。
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受
け
た
。
こ
れ
ま
で
も
防
災
・
減
災

対
策
を
市
政
の
重
要
な
施
策
と
位
置

付
け
推
進
し
て
き
た
が
、
よ
り
一
層

の
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

台
風
第
19
号
に
よ
る
被
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
は
も
と
よ
り
、
大
規
模
災

害
に
備
え
、
防
災
・
減
災
対
策
を
不

断
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
国
や
県
、
防
災
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、防
災
教
育
や
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、

市
民
の
防
災
・
減
災
意
識
を
醸
成
す

る
こ
と
で
共
助
へ
と
つ
な
げ
、
自
助
・

共
助
・
公
助
が
一
体
と
な
っ
た
、
真

に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

の
基
本
理
念
を
分
か
り
や
す
く
表
現

す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
い
た
ま
市
民

と
し
て
の
一
体
感
の
象
徴
と
し
て
、

市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
市
民
の
日
は
、

市
民
が
本
市
の
歴
史
や
文
化
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
本
市
の
誇
り
や
愛

着
を
共
有
化
す
る
契
機
と
な
り
、
本

市
に
親
し
み
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

う
う
え
で
価
値
の
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
令
和
3
年
は
、
本
市
誕

生
20
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
市
民
憲
章
や
市
民
の
日
制

定
に
向
け
て
、
必
要
な
検
討
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
市
民
の
日
が
制
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
学
校
を
休
業
と

す
る
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
く
。

防
災
教
育
を
は
じ
め
、
自

助
・
共
助
の
取
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
、
自
然
災
害
か
ら
市

民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
今

こ
そ
防
災
・
減
災
を
市
政
の
主
流
に

押
し
上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
ず

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
も
昨
年
は
台
風
第
19

号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

種
施
設
と
し
、
う
ち
451
施
設
は
敷
地

内
禁
煙
と
し
て
い
る
。
120
施
設
に
は

改
正
健
康
増
進
法
に
適
合
す
る
特
定

屋
外
喫
煙
場
所
を
設
置
し
て
い
る
が
、

喫
煙
場
所
の
標
識
や
柵
に
よ
る
区
画

な
ど
、
喫
煙
者
以
外
が
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、「
禁

煙
タ
イ
ム
」の
導
入
や
、
禁
煙
サ
ポ
ー

ト
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。
市
民
へ

の
配
慮
が
欠
け
た
特
定
屋
外
喫
煙
場

所
に
つ
い
て
は
、
設
置
位
置
の
見
直

し
や
、
よ
り
認
識
し
や
す
い
標
識
の

掲
示
位
置
の
検
討
な
ど
、
早
急
に
改

善
策
を
検
討
し
て
い
く
。

現
在
、
市
内
小
・
中
学
校

で
は
３
ク
ラ
ス
に
１
ク
ラ

ス
分
の
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
残
り

124
校
の
整
備
費

用
は
。
ま
た
、
国
の
新
た
な
施
策
を

活
用
し
、
１
人
１
台
の
配
備
を
実
現

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
国
の
計
画
に

基
づ
き
、
３
ク
ラ
ス
に

１
ク
ラ
ス
分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
整

備
し
て
お
り
、
市
立
中
学
校
で
は
令

和
2
年
度
ま
で
に
、
小
学
校
で
は
令

和
４
年
度
ま
で
に
計
画
的
に
整
備
を

進
め
、
費
用
は
年
間
約
６
億
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
が
進
め
る

「
Ｇ

ギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」は
、
１

人
１
台
の
端
末
と
高
速
大
容
量
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
各
自
に
最
適
で
自
立
的

な
学
習
機
会
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。

子
ど
も
た
ち
に
力
強
く
社
会
を
生
き

抜
い
て
い
く
力
を
育
む
た
め
、
国
の

補
助
を
最
大
限
に
活
用
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
び
の
改
革
を
進
め
て

い
き
た
い
。合

併
協
定
書
に
基
づ
き
、

市
民
が
市
へ
の
誇
り
や
愛

着
を
共
有
で
き
る
市
民
憲
章
を
本
格

的
に
制
定
す
る
と
と
も
に
、
市
制
20

周
年
記
念
事
業
と
し
て
5
月
1
日
を

市
制
記
念
日（
市
民
の
日
）に
制
定
し
、

公
立
学
校
を
休
業
と
し
て
は
。

市
民
憲
章
は
、
市
民
の
生

活
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

今
後
の
見
通
し
は

本
市
誕
生
20
周
年
に
向
け
て

市
民
の
日
を
制
定
し
て
は

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め

防
災
・
減
災
を
市
政
の
主
流
に

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
し
た
防
災
訓
練
に
よ
り

市
民
の
防
災
意
識
・
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

公
明
党
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幼
保
無
償
化
や
高
校
授
業

料
の
実
質
無
償
化
、
高
等

教
育
の
無
償
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
多
子
世
帯
や
中
間
所
得

世
帯
の
負
担
軽
減
を
目
指
す
べ
き
だ

が
、
こ
れ
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

と
も
い
え
る
教
育
格
差
の
是
正
に
つ

い
て
、
市
の
方
針
は
。

公
立
学
校
で
は
、
家
庭
の

経
済
的
事
情
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
質
の

高
い
教
育
活
動
を
提
供
す
る
こ
と
が

使
命
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
教
育
格

差
の
是
正
に
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
を
は
じ
め
様
々
な

質
の
高
い
教
育
活
動
を
実
践
し
た
り
、

土
曜
日
や
放
課
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ク
ー
ル
で
は
、
地
域
の
協
力
を
得
て

基
礎
学
力
向
上
な
ど
に
主
眼
を
お
い

た
学
習
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、
工
作
な
ど

豊
か
な
感
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む

体
験
活
動
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
組
み
を
通
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
本
人
の
意
思
や
努
力

を
も
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
切
り
ひ

ら
く
力
を
付
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

さ
い
た
ま
市
教
育
の
使
命
と
考
え
て

い
る
。

長
寿
応
援
手
帳
は
、
健
康

づ
く
り
に
励
む
団
体
の
活

動
に
参
加
す
る
65
歳
以
上
の
市
民
に

配
ら
れ
て
い
る
。
健
康
に
役
立
つ
お

得
情
報
や
励
み
と
な
る
情
報
を
掲
載

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

長
寿
応
援
手
帳
は
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
の
推

進
を
目
的
に
、
長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
登
録
者
へ
交
付
し
て
い
る
。

現
在
、
令
和
2
年
度
の
同
手
帳
の
編

集
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の

健
康
に
役
立
つ
情
報
な
ど
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
充
実
し
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
す
で
に
掲
載
し
て
い

る
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
や
介
護
予

防
教
室
に
加
え
、
認
知
症
の
予
防
や

鬱う
つ

の
予
防
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

の
推
進
や
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

大
宮
ら
し
い
景
観
が
連
続

す
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｃ
Ｓ（
大
宮
駅
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

化
）構
想
で
は
、
氷
川
神
社
か
ら
見
沼

田
ん
ぼ
に
広
が
る
よ
う
な
回
遊
性
は

議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ｇ
Ｃ
Ｓ
構
想
を
よ
り
具
体

的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

大
宮
の
個
性
を
形
成
し
て
き
た
文

化
・
歴
史
・
環
境
な
ど
の
次
世
代
へ

の
継
承
や
、
大
宮
の
特
性
を
踏
ま
え

た
新
た
な
機
能
の
付
加
に
よ
り
、
市

民
や
来
訪
者
が
快
適
に
回
遊
で
き
る

環
境
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
宮
駅
周
辺
に
は
氷
川
参
道
に

象
徴
さ
れ
る
貴
重
な
緑
の
地
域
資
源

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
緑
を

大
宮
中
央
通
線
と
結
ぶ
こ
と
で
、
国

も
推
奨
す
る「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
」を
進
め
る
と
と
も
に
、
駅
周

辺
と
見
沼
田
ん
ぼ
な
ど
の
地
域
資
源

と
を
結
ぶ
、
一
体
的
な
緑
の
景
観
形

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

通
学
区
域
に
市
街
化
調
整

区
域
が
含
ま
れ
て
い
る
小

学
校
は
児
童
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

小
学
校
を
中
心
に
半
径
１
㎞
を
市
街

化
区
域
に
す
る
こ
と
が
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
一
つ
の
手
段
と
な
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に

は
、
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し

い
都
市
基
盤
の
整
備
が
確
実
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
前
提
に
、
区
域
ご
と
の

要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
他

の
関
連
す
る
計
画
と
の
整
合
を
図
る

長
寿
応
援
手
帳

掲
載
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を

児
童
の
少
な
い
小
学
校

市
が
具
体
的
な
対
策
を

教
育
格
差
の
是
正

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

自
民
党
真
政

「
大
宮
」ら
し
さ
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き

本
市
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
的
資
産
で
あ
り

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
る
氷
川
参
道
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高
ま
り
を
受
け
、
前
年
度
に
比
べ
78

人
多
い
393
人
と
な
っ
た
。
令
和
元
年

度
は
、
増
加
す
る
保
育
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
認
可
保
育
所
16
施
設
の

新
設
お
よ
び
２
施
設
の
増
改
築
、
小

規
模
保
育
事
業
所
５
施
設
の
新
設
を

進
め
、
今
年
４
月
に
は
１
、４
１
３
人

の
定
員
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。ま
た
、

今
年
４
月
の
入
所
に
向
け
た
一
次
利

用
調
整
の
状
況
は
、
新
規
利
用
申
込

者
数
が
９
、０
２
６
人
、
不
承
諾
者
数

は
２
、８
７
３
人
と
な
っ
た
。
本
市
で

は
、
令
和
３
年
４
月
の
待
機
児
童
解

消
を
目
標
と
し
、
令
和
２
年
度
当
初

予
算
で
は
過
去
最
多
と
な
る
28
施
設

の
認
可
保
育
所
な
ど
を
新
設
す
る
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う

良
質
な
保
育
所
の
整
備
が
望
ま
れ
る

必
要
が
あ
る
。
現
状
、
市
街
化
調
整

区
域
で
は
、
農
地
の
保
全
・
活
用
を

基
本
と
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

住
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

人
口
減
少
は
難
し
い
問
題
で
あ
り
、

市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
と

す
る
だ
け
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
な
い
支
援
な
ど
、
人
口
の

自
然
増
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
ほ
か
、

都
市
基
盤
整
備
や
本
市
の
強
み
を
さ

ら
に
伸
ば
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
人
口
の
社
会
増
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
自
動
車
事
故
が

増
え
て
い
る
が
、
免
許
返

納
を
す
る
と
生
活
に
支
障
を
き
た
す
。

市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
地
域
も

あ
る
。
市
は
高
齢
者
や
市
街
化
調
整

区
域
の
方
々
の
移
動
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。路

線
バ
ス
が
不
十
分
な
市

街
化
調
整
区
域
に
お
い
て

も
、
一
定
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
既

成
市
街
地
で
あ
れ
ば
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
の
検
討
対
象
地
域
と
し
て

導
入
が
可
能
で
あ
る
。
導
入
が
難
し

い
地
域
は
、
令
和
元
年
度
か
ら「
高
齢

者
等
の
移
動
支
援
モ
デ
ル
事
業
」を
実

施
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
移
動
手

段
の
確
保
に
つ
い
て
は
要
望
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
モ
デ
ル
事
業

の
推
移
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
た
、

各
都
市
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
＊

デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
の
取
組
み
が
進
ん
で

お
り
、
自
動
運
転
な
ど
の
技
術
革
新

も
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
う
し

た
状
況
を
注
視
し
つ
つ
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
所
の
令
和
元
年
度
の

待
機
児
童
数
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
の
定
数
、
申
込
数
、
不

承
諾
数
の
状
況
を
伺
う
。
待
機
児
童

解
消
は
急
務
で
あ
り
、
そ
の
目
標
年

度
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

昨
年
４
月
１
日
現
在
の
待

機
児
童
数
は
、
女
性
就
業

率
の
上
昇
な
ど
に
よ
る
保
育
需
要
の

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

本
市
の
現
在
の
状
況
は

市
長
は「
消
費
税
は
社
会

保
障
の
財
源
確
保
に
重

要
」と
答
弁
し
て
き
た
が
、
全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
が
実
施
さ
れ
れ
ば
答

弁
と
異
な
る
結
果
と
な
る
。
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、
中
止
す

る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
増

収
分
は
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
や
待
機
児
童
の
解
消
、

介
護
保
険
料
の
軽
減
な
ど
に
活
用
さ

れ
る
た
め
、
重
要
な
税
源
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
、「
全
世
代
型
社
会
保

障
検
討
会
議
」は
、年
金
、労
働
、医
療
、

介
護
な
ど
に
お
け
る
持
続
可
能
性
に

つ
い
て
の
議
論
を
進
め
る
た
め
国
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
間
報

告
で
は
、
年
金
分
野
に
お
け
る
多
様

な
働
き
方
へ
の
対
応
や
高
齢
期
の
経

済
基
盤
充
実
の
た
め
の
環
境
整
備
な

ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
と
っ

て
も
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
夏
に
検
討
会

議
の
最
終
報
告
が
示
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

市
街
化
調
整
区
域
の
移
動
支
援

新
た
な
交
通
網
を
整
備
す
べ
き

日
本
共
産
党

全
世
代
型
社
会
保
障
改
革

国
に
中
止
を
求
め
る
べ
き

＊ デマンド交通
決まった時間に決まった路線を走る路線バスなどと異なり、利用者
の予約によりニーズに応じて柔軟な運行を行う公共交通の一形態。
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常任委員会は、
議案の審査だけでなく、
市民生活に深くかかわる
課題について調査・研究を
行っています。
最近の活動内容を
ご紹介します。

福岡市の小学校での電子黒板を活用した授業風景

未来ある子どもたちへ
学校ＩＣＴ環境の整備を

文教委員会

子どもたちが生きていく未来は、ＡＩやロボットと共存してい
かなくてはなりません。ＩＣＴ（情報通信技術）の革新が目ざ
ましい中、本市の子どもたちにできるだけ早くＩＣＴ環境を整
えていくため、先進都市
である熊本市、福岡市を
視察しました。本市で
も、各学校へのパソコン
の導入も含めたＩＣＴ環
境の整備に向け、今後も
研究を続けていきます。

見沼消防署では消防車両や訓練の様子を視察

誰もが尊重される社会と
安心な生活のさらなる向上へ

市民生活委員会

奈良県ではスポーツ組織や経済団体などとの連携による人権
啓発活動を、京都府では女性活躍社会の推進状況を視察し、
いずれも本市の強みを生かせる事例でした。また、寄居エコス
ペースでは、産業廃棄物
再資源化技術の開発
や、障がい者雇用など
SDGs実現への工夫が
学べました。市内に新設
された見沼消防署では、
市民を守る消防職員の
生の声を伺いました。

職員のきめ細かい対応が行われている神戸市の療育センター

児童虐待の防止と
療育環境の充実に向けて

保健福祉委員会

全国的に児童虐待の通報は年々増加しており、子どもたちのた
め、いち早い対応が求められています。大阪市の児童相談所で
は、48時間以内の対応、通告の全件確認など、熱意ある取組み
の現状を伺いました。ま
た、神戸市では東部療育
センターを視察し、自閉
症自立支援プログラムな
ど参考になる取組みが多
くあり、有意義な視察とな
りました。

スポーツ、居住機能などを一体的に整備する今治新都市地区

国の施策を生かした
本市の都市基盤整備を

まちづくり委員会

本市が進める２都心・４副都心の都市構造の実現に向けた基
盤整備には、規制緩和など国の都市開発制度が大きくかか
わっています。その活用事例を学びに、愛媛県今治市、広島県
呉市、名古屋市、東京都
港区の中心市街地や駅
の再生整備事業などを
視察しました。国や県、
事業者や民間団体との
連携など、本市のまちづ
くりにとって大変参考に
なりました。

鹿児島県では観光立県の実現に向けた取組みなどを調査

「東日本の玄関口」として
本市でも地方創生の推進を

総合政策委員会

人口減少や急激な高齢化に備える地方創生の取組みは重要
であり、「東日本の玄関口」である本市が東日本全体と連携し
て推進することで、さらに本市でも地方創生が進み、新たな経
済圏が創出されます。福
岡市、熊本市、鹿児島県
を視察し、地域に根差し
た中小企業・小規模事
業者の支援、地域資源
を生かした観光戦略の
取組みなどを学んでき
ました。

常任委員会
活動リポート

Report
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依然として残る男女間格差
2015年に国連サミットで採択されたSDGｓ（持続可能な
開発目標）の一つに「ジェンダー平等」が明記され、女性に
対する差別、暴力、有害な慣行に終止符を打ち、性に起因す
る問題を解決するための様々な目標が掲げられました。
一 方、世 界 経 済フォーラムが公 表した2019年「ジェン
ダー・ギャップ指数（経済・政治・教育・健康の分野における
各国の男女格差の指数）」では、日本は153カ国中、121位
と過去最低を更新しています。

男・女ではなく「私」らしく
市では、「男女共同参画のまちづくり条例」に基づき、あら
ゆる分野における女性の参画や経済的自立のための取組
みなどを推進しています。市議会でも、国連総会で採択さ
れた女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求め
る意見書の提出について、今定例会で可決しています。
ジェンダー平等の実現には行政の取組みはもとより、一人
ひとりの意識改革が必要であり、性別にかかわりなく、個
性と能力を十分に発揮できる社会の実現が望まれます。

この議会広報紙は612,000部作成し、１部当たりの作成経費は8円です（企画編集の経費を含みます）。

昨年は「平成」が幕を閉じ、「令和」という新時代を迎えた特別
な１年でした。私たち議員も改選を経て、新たなさいたま市議
会としてスタートしましたが、本市をより良いまちとするため
の議論を、この１年で数多く重ねてまいりました。
また、今定例会では新型コロナウイルス感染症予防のため、
効率的な議会運営に努めるとともに、国や市に対して感染症
対策に全力を挙げて取り組むよう求めました。今後も、市民の
皆さんが安心して生活できるよう取り組んでまいります。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

渋谷佳孝 高柳俊哉

土橋勇司 照喜納弘志 竹腰　連
金井康博 佐伯加寿美 江原大輔
冨田かおり 小川寿士 小森谷 優

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

ロクマル　キーワード

Keyword 2月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

『ジェンダー平等』

本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
議会棟３階の受付までお
越しください（予約不要）。
※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、７日前まで
に議事課（Fax.829-1984）
にご連絡ください。

会議の模様をライブ配信
（生中継）・録画配信して

います。ホームページから
アクセスしてください。

スマートフォン・
タブレットでも！

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課

（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

毎定例会後、広報番組「ようこそさいたま市議会へ」をテレビ埼玉で放送し
ています。くわしい放送日時は秘書課（Tel.829-1748）までお問い合わせく
ださい。過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

6月3日～
次の定例会は

さいたま D i a r y
ダイアリー

問合せ 秋葉の森総合公園　Tel. 620-7186　
※バーベキュー施設の利用には予約が必要です。

西区今号の表紙の場所は




